


３ 次年度の取組（方向）の確認と共有 

・戦略企画部企画課より次年度の県民力を高

める絆づくり協創プロジェクト推進会議の

取組方向について、説明しました。 

 

４ 意見交換 

協創の仕組みづくりに向けて（学生が地

域活動に参加する場合の仕組みづくりにつ

いて） 

・企画課から、学生のボランティアや地域活

動に関する情報を一元化して提供する「学

生地域活動支援センター（仮称）」（以下「支

援センター」という。）にコーディネーター

を置いて、学生と団体のシーズ、ニーズの

マッチングをしていく場を来年度につくっ

ていく予定であることを説明した後に意見

交換を行いました。 

 

※委員から出された主な意見は、次のとおり

です。 

 

○三重県では、ＮＰＯ同士が情報交換できる

場はまだ少ないので、いろんな分野の人と

つながるためにも、同じ地域、同じ分野の

ＮＰＯ同士が交流できる場があれば、運営

や人材の情報を得ることができ、企業との

連携や学生とのつながりなど次のステップ

に行けるのではないか。 

○ＮＰＯ同士の交流の場づくりは、実務者レ

ベルで情報交換会をすると悩みが同じ点で

あること等から具体的な解決方法までは難

しい。ワンステップ上の企業などの異なる

分野も含めた交流の場があればと思う。 

○障がい者同士のつながりは難しい。例えば、

視覚障害者と聴覚障害者では交流ができな

いケースがあり、両者を通訳のようにつな

げる人材が必要になる。つながるためには、

障がい者への知識を持つことや交流の場が

重要と思う。 

○「支援センター」は情報の一元化という点

でわかりやすい仕組みである。学生への情

報提供については、教員も巻き込んだ方が

学生に伝わりやすいと思うので、教員にも

情報を提供できるとよい。また、財政面で

学生はノウハウを得る機会がないので、

「支援センター」には、そうした情報の提

供もお願いしたい。 

○「支援センター」については、今までの取

組から一歩踏み出したいい仕組みだと思う。

地域への支援ということで、学生だけでな

くいろんな人が参加できるものにしてもら

いたい。 

○若い力を地域の活動に入れたいと思っても、

何をしてもらうかが分からないので、将来

的には「支援センター」で蓄積した情報を

共有できる機能も加えて学生ボランティア

とのマッチングもしてもらいたい。 

（ファシリテーター） 

○この仕組み（「支援センター」）に対して、

委員の皆さんから前向きな意見をいただい

たが、関連する他課もそれぞれ学生と関わ

っていると思うので、1３課、７委員のみん



なでつくっていくということを大切にして

いきたい。 

 

       次回の開催予定       

今回委員から出された意見を今後の施策や

事業に反映することにより、「県民力を高め

る絆づくり協創プロジェクト」を推進してい

きます。 

なお、来年度の第１回推進会議は平成２７

年７月に開催する予定です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


